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第 32 号

12月定例議会

平成17年

１月25日

「議長・副議長・各常任委員会の
構成が変わりました」 (２～４ページ)

一般質問　村の姿勢を問う (10～11ページ)

聞きたい 知りたい みんなの声 (13～14ページ)

おもな内容

読者シリーズ

(５～７ページ)
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皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
議
長
改
選
に

伴
い
、
は
か
ら
ず
も
私
が
議

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私
で

は
あ
り
ま
す
が
、
議
長
と
い

う
重
責
を
誠
心
誠
意
全
力
で

務
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
村
民
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
、
全
国
の
市
町
村
は
合

併
問
題
や
三
位
一
体
の
改
革

の
方
向
定
ま
ら
ぬ
な
か
、
諸

問
題
に
悩
み
動
揺
し
て
い
ま

す
。我

が
昭
和
村
に
お
き
ま
し

て
は
平
成
15
年
12
月
の
議
会

に
お
き
ま
し
て
自
主
自
立
を

議
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
種
の
行
財
政

改
革
に
努
力
し
、
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
時
代
的
背
景

の
な
か
、
厳
し
い
道
を
歩
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、将
来

を
見
据
え
て
希
望
あ
る
、
活

力
あ
る
昭
和
村
づ
く
り
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
民
皆
様
の
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
し
ま
し
て
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

６月定例会�
３月定例会� ６

月
定
例
会�

12
月
定
例
会
は
12
月
８
日
（
水
）
か
ら
16
日
（
木
）
ま
で
の
９

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
１
件
、
補
正
予
算
を
含
む
議
案
５
件
、
人
事
案
件
２

件
が
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
議
途
中
に
お
い
て
、
吉
野
議
長
か
ら
辞
職
願
い
が

提
出
さ
れ
、
受
理
さ
れ
た
の
ち
、
正
副
議
長
選
挙
が
日
程
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
村
議
会
史
上
初
め
て
２
年
で
交
替
し
た
議
長
に

よ
り
、
任
期
満
了
に
に
よ
る
委
員
会
委
員
の
選
出
、
議
員
発
議
２

件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
一
般
質
問
に
は
２
名
が
登
壇
し
、
村
の
姿
勢
を
問
い

ま
し
た
。

就
　
任
　
の
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

議
長
　
澤

浦

誉

由

此
の
た
び
議
員
の
推
薦
に

よ
り
任
期
２
年
の
副
議
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。も

と
よ
り
、
そ
の
任
は
重

く
身
に
余
る
大
役
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
精
一

杯
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

昭
和
村
も
自
主
自
立
の
道

を
決
め
て
か
ら
、
早
く
も
１

年
が
経
過
し
、
国
は
赤
字
財

政
修
復
の
た
め
、
三
位
一
体

の
改
革
を
行
い
、
補
助
金
と

地
方
交
付
税
を
削
減
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
人

口
の
少
な
い
、
農
業
を
基
幹

産
業
と
す
る
自
主
財
源
の
少

な
い
村
で
は
特
に
財
政
が
厳

し
く
な
る
事
が
予
測
さ
れ
ま

す
。で

す
が
、
私
た
ち
議
員
は
、

村
民
皆
様
が
安
心
し
て
生
活

で
き
、
将
来
に
向
か
っ
て
希

望
の
持
て
る
村
づ
く
り
を
行

う
責
務
が
あ
り
ま
す
。
議
会

も
「
村
づ
く
り
特
別
委
員
会
」

で
真
剣
に
討
議
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。
私
も
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
独
自
性
を
持
っ

た
希
望
あ
る
村
づ
く
り
に
尽

力
す
る
覚
悟
で
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

副
議
長
　
小

野

一

男
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前
議
長吉

野
　
藤
彦

退
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
村
議
会
常
任
委

員
会
改
選
に
伴
い
議
長
の
職

を
辞
任
い
た
し
ま
し
た
。
振

り
返
り
ま
す
と
、
こ
の
２
年

間
は
昭
和
村
の
将
来
を
左
右

す
る
町
村
合
併
問
題
に
奔
走

す
る
毎
日
で
あ
り
、
合
併
か

自
立
か
で
全
議
員
が
真
剣
に

討
論
を
行
い
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
尊
重
し
、
自

主
自
立
の
道
を
選
択
い
た
し

ま
し
た
。

議
長
就
任
に
際
し
各
常
任

委
員
会
の
２
年
交
代
を
決
定

し
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
議
会
史
を
塗
り
か

え
る
決
断
で
あ
り
ま
す
が
議

員
各
位
が
広
く
議
会
活
動
を

行
え
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
自
立
に
向
け
議

員
報
酬
の
20
％
削
減
、
議
員

定
数
も
４
名
減
の
12
名
に

と
、
思
い
切
っ
た
行
政
改
革

も
断
行
で
き
ま
し
た
。

現
在
村
で
は
自
主
自
立
に

向
け
、
厳
し
い
財
政
の
中
、

い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
村
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
、
議
員
一
丸
と
な

っ
て
第
４
次
総
合
計
画
を
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。
村
民
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
今
後

の
議
会
活
動
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
、
ま
た
大
過

な
く
議
長
職
を
終
え
ら
れ
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

こ
の
程
、
総
務
常
任
委
員

会
委
員
長
と
し
て
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
自
主
自

立
に
向
け
て
の
村
づ
く
り
に

皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ご
指

導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

副
委
員
長
　
　
藤
　
井
　
富
　
夫

委
　
　
員
　
　
横
　
坂
　
幸
　
也

委
　
　
員
　
　
石
　
井
　
清
　
司

委
　
　
員
　
　
関
　
上
　
正
　
雄

委
　
　
員
　
　
澤
　
浦
　
誉
　
由

退
任
の
あ
い
さ
つ

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

古
澤
　
　
昇

12
月
議
会
の
委
員
会
構
成

の
再
編
に
よ
り
、
産
業
建
設

常
任
委
員
長
を
仰
せ
付
か
り

ま
し
た
。
自
主
、
自
立
の
道

を
歩
む
と
決
め
た
本
村
も
地

方
分
権
と
交
付
税
の
削
減
と

い
う
時
代
の
中
で
、
少
な
い

予
算
で
い
か
に
村
民
の
皆
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

か
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
委
員
長
　
　
堤
　
　
　
盛
　
吉

委
　
　
員
　
　
吉
　
野
　
藤
　
彦

委
　
　
員
　
　
竹
之
内
　
　
　
章

委
　
　
員
　
　
金
　
子
　
松
二
郎

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

治
田
　
貞
賢

此
の
度
の
議
会
構
成
の
再

編
に
伴
い
、
議
会
運
営
委
員

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

国
、
地
方
と
も
、
財
政
難

の
時
、
自
立
に
方
進
を
決
め

た
本
村
議
会
の
責
務
は
重
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
議
会

一
丸
と
な
っ
て
最
善
の
道
標

が
取
れ
る
よ
う
、
議
会
運
営

に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
今

後
と
も
村
民
皆
様
の
よ
り
一

層
の
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

副
委
員
長
　
　
　
　
橋
　
幸
一
郎

委
　
　
員
　
　
古
　
澤
　
　
　
昇

委
　
　
員
　
　
治
　
田
　
貞
　
賢

委
　
　
員
　
　
金
　
井
　
正
　
夫

委
　
　
員
　
　
横
　
坂
　
幸
　
也

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

竹
之
内
　
章

民
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

金
井
　
正
夫

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

改
選
に
よ
り
、
民
生
文
教

常
任
委
員
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
幅
の
広
い
分
野
で

す
が
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
良

く
協
議
し
、
村
民
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
昭
和
村

副
委
員
長
　
　
林
　
　
　
幸
　
司

委
　
　
員
　
　
保
　
坂
　
初
　
次

委
　
　
員
　
　
　
　
橋
　
幸
一
郎

委
　
　
員
　
　
小
　
野
　
一
　
男

６月定例会�
３月定例会� ６

月
定
例
会�



昭
和
村
総
合
開
発
対
策

委
員
長
　
　
林
　
　
　
幸
　
司

副
委
員
長
　
　
石
　
井
　
清
　
司

（
委
員
は
議
員
全
員
）

村

づ

く

り

対

策

委
員
長
　
　
金
　
子
　
松
二
郎

副
委
員
長
　
　
保
　
坂
　
初
　
次

（
委
員
は
議
員
全
員
）

昭
和
村
議
会
広
報
編
集

委
員
長
　
　
保
　
坂
　
初
　
次

副
委
員
長
　
　
石
　
井
　
清
　
司

委
　
　
員
　
　
横
　
坂
　
幸
　
也

委
　
　
員
　
　
金
　
井
　
正
　
夫

委
　
　
員
　
　
藤
　
井
　
富
　
夫

委
　
　
員
　
　
澤
　
浦
　
誉
　
由

委
　
　
員
　
　
小
　
野
　
一
　
男

赤
城
西
麓

土
地
改
良
事
業
対
策

委
員
長
　
　
関
　
上
　
正
　
雄

副
委
員
長
　
　
堤
　
　
　
盛
　
吉

（
委
員
は
議
員
全
員
）

昭
和
村
農
業
集
落
排
水

事
業
対
策

委
員
長
　
　
横
　
坂
　
幸
　
也

副
委
員
長
　
　
　
　
橋
　
幸
一
郎

（
委
員
は
議
員
全
員
）

議
会
各
常
任
委
員
会
構
成
の
再
編
に
伴
い
、
議

会
選
出
の
委
員
等
も
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
議
会
議
員

新
　
　
小
　
野
　
一
　
男
　
議
員

前
　
　
澤
　
浦
　
誉
　
由
　
議
員

昭
和
村
監
査
委
員

新
　
　
小
　
野
　
一
　
男
　
議
員

前
　
　
澤
　
浦
　
誉
　
由
　
議
員

昭
和
村
農
業
委
員
（
議
会
推
薦
）

新
　
　
治
　
田
　
貞
　
賢
　
議
員

前
　
　
古
　
澤
　
　
　
昇
　
議
員

昭
和
村
消
防
委
員
（
議
会
推
薦
）

新
　
　
古
　
澤
　
　
　
昇
　
議
員

新
　
　
横
　
坂
　
幸
　
也
　
議
員

前
　
　
小
　
野
　
一
　
男
　
議
員

前
　
　
金
　
子
　
松
二
郎
　
議
員

12
月
定
例
会
　
議
会
日
程

12
月
８
日
（
水
）

本
　
会
　
議

各
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
　
　
　
　
　
　

各
特
別
委
委
員
会

12
月
９
日
（
木
）

休
　
　
会

12
月
10
日
（
金
）

村
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

12
月
11
･
12
日
（
土
）（
日
）

休
　
　
会

12
月
13
日
（
月
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
月
14
日
（
火
）

民
生
文
教
常
任
委
員
会

12
月
15
日
（
水
）

総
務
常
任
委
員
会

12
月
16
日
（
木
）

村
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

本
　
会
　
議

６月定例会�
３月定例会� ６

月
定
例
会�

特特

別別

委委

員員

会会
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こういうことが
決まりました

６月定例会�
３月定例会� ６

月
定
例
会�

議
員
発
議

内
閣
総
理
大
臣

ほ
か
関
係
省
庁
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

平成17年度地方交付税所要総額
の確保に関する意見書（抄）

「三位一体の改革」は、真の地方分権の
確立に向けた改革であり、地方公共団体が
自主的・自立的な財政運営を行えるように
するための改革である。
「三位一体の改革」に係る政府・与党合

意は、地方交付税の改革として、「平成17年
度、平成18年度は、地域において必要な行
政課題については、適切に財源措置を行な
うなど、「基本方針2004」を遵守すること
とし、地方団体の安定的な財政運営に必要
な地方交付税、地方税などの一般財源の総
額を確保する」、また、「基本方針2004」は、
「財政力の弱い団体においては、税源移譲額
が国庫補助負担金の廃止、縮減に伴い財源
措置すべき額に満たない場合があることか
ら、実態を踏まえつつ、地方交付税の算定
などを通じて適切に対応する」と明記して
いるところである。これは平成16年度の地
方交付税について理不尽にも大幅な削減が
行なわれ、我々の国に対する信頼関係を損
ねたことの反省に立って、明記させたもの
と理解している。
かつて、景気浮揚対策等で実施した公共

事業の償還がピークにかかっており、交付
税も見合った額が来るものと信じており、
ここに来て、交付税の削減を受け、その処
置に苦しんでいる。
よって平成17年度の地方交付税は、平成

16年度の轍を踏まぬよう、国と地方の信頼
関係の構築に努め、少なくとも平成16年度
以上の総額を絶対確保するよう強く要望す
る。

平成16年12月16日
群馬県利根郡昭和村議会　

「三位一体改革」の農林水産関係国庫
補助負担金改革による補助金廃止で
はなく、統合交付金化等を図り農
業・農村の現場で必要な施策が講じ
られるよう措置を求める意見書（抄）
「基本方針2004」の決定を受け、地方

６団体がとりまとめた国庫補助負担金の
改革案において、農林水産業関係では35
事業、3,088億円の国庫補助金が移譲対
象としてリストアップされております。
（中　略）
つきましては、三位一体改革における

農林水産関係の国庫補助負担金改革にあ
たって、下記の点について特段のご配慮
を賜りますようお願いいたします。

記

農業・農村の持続的発展のためには、
国の農業関係補助金は不可欠であり、「三
位一体改革」の国庫補助負担金改革では、
廃止ではなく、農林水産省が平成17年度
概算要求に盛り込んだ統合交付金化、省
庁連携強化などの措置により地域の自主
性や裁量が十分発揮できるような仕組み
への転換をはかり、農業・農村の現場で
必要な施策が確実に講じられるよう国が
責任をもって措置する。
また、農業関係補助金だけでなく、医

療関係補助金や農住まちづくり関係補助
金も廃止対象にされており、あわせて廃
止しないこと。

平成16年12月16日
群馬県利根郡昭和村議会

報
　
　
告

昭
和
の
森
（
有
）
が
行
っ

て
い
た
「
昭
和
の
森
ゴ
ル
フ

場
・
山
荘
」
の
管
理
運
営
は
、

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

に
よ
り
、
昨
年
７
月
か
ら
指

定
管
理
者
（
グ
リ
ー
ン
ス
コ

ー
レ
株
式
会
社
）
が
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
16
年

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
カ

月
分
の
決
算
報
告
と
、
同
年

６
月
28
日
の
社
員
総
会
に
お

い
て
解
散
を
決
定
し
た
後
、

諸
手
続
き
を
経
て
同
年
９
月

28
日
、
清
算
結
了
と
な
り
、

残
余
財
産
で
あ
る
２
６
９
万

１
千
２
２
９
円
を
出
資
比
率

に
応
じ
て
分
配
す
る
旨
の
清

算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

条
例
改
正

現
在
、
昭
和
村
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
、
そ
の
利
用
料
金

は
村
の
収
入
と
し
て
経
理
し

管
理
運
営
に
必
要
な
費
用
を

委
託
料
と
し
て
支
払
う
こ
と

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
利
用
料

金
が
受
託
者
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
の
収
入
と
な
る
た

め
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
の
森
（
有
）
決
算
・
清
算

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
今
ま
で
以
上
に

自
主
的
に
行
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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人
　
　
事

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

星
　
野
　
寛
　
司
　
　
氏
　
（
宮
貝
戸
）

諸
　
田
　
富
美
雄
　
　
氏
　
（
入
原
上
）

小
　
池
　
政
　
弘
　
　
氏
　
（
松
ノ
木
第
一
）

山
　
口
　
義
　
一
　
　
氏
　
（
永
井
下
）

同
　
補
充
員

横
　
坂
　
庄
　
三
　
　
氏
　
（
田
　
岸
）

加
　
藤
　
英
　
利
　
　
氏
　
（

宿
　
）

林
　
　
　
豊
　
朋
　
　
氏
　
（
生
　
越
）

飯
　
塚
　
賢
　
司
　
　
氏
　
（
追
　
分
）

議
会
常
任
委
員
会
委
員
改
選
に
伴
い
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
小
野
一
男
氏
（
宿
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

お
も
に
、
望
郷
ラ
イ
ン
沿

い
（
中
野
下
地
区
）
の
観
光

ト
イ
レ
の
設
置
工
事
費
や
大

河
原
小
学
校
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
の
た
め
の
委
託
料

の
増
額
で
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
千
１
５
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

４
４
億
３
千
３
１
２
万
８
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

特
別
会
計

お
も
に
営
農
飲
雑
用
水
整

備
事
業
の
配
水
管
布
設
に
伴

う
舗
装
本
復
旧
工
事
費
の
増

額
で
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
千
５
０
０
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
１
億
３
千

９
９
７
万
２
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

（
全
員
賛
成
）

―
簡
水
会
計
―

お
も
に
農
業
集
落
排
水
事

業
の
新
規
加
入
者
の
増
に
伴

う
増
額
で
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
追
加

し
、
予
算
総
額
は
３
億
６
千

８
４
１
万
６
千
に
な
り
ま
し

た
。

（
全
員
賛
成
）

―
農
集
排
会
計
―

平
成
17
年
２
月
13
日
か
ら

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
組
織
団
体
で
あ
る
白
沢

村
及
び
利
根
村
が
廃
さ
れ
、

そ
の
区
域
が
沼
田
市
に
編
入

さ
れ
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
伴

い
沼
田
市
外
三
箇
村
清
掃
施

設
組
合
の
名
称
が
沼
田
市
外

二
箇
村
清
掃
施
設
組
合
に
変

更
さ
れ
る
た
め
等
の
規
約
変

更
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

そ

の

他

全
員
協
議
会
か
ら

10
月
23
日
に
発
生
し
た
新

潟
県
中
越
地
震
に
よ
る
村
内

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
、
施

設
等
、
担
当
課
長
か
ら
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
現
地
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
村
防
災
計
画

の
充
実
強
化
を
求
め
、
住
民

の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
災

害
発
生
時
に
際
し
、
各
地
区

の
避
難
場
所
や
緊
急
連
絡
先

な
ど
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
地
域
住
民
に
い
ち
早
く

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

▽
10
月
24
日
（日）

村
内
の
国
有
地
で
あ
る
赤

線
・
青
線
用
地
の
全
て
を
国

か
ら
村
へ
無
償
で
移
管
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
村
公

共
物
用
途
廃
止
等
に
関
す
る

規
則
を
制
定
し
、
そ
の
村
有

地
と
な
っ
た
も
の
を
、
住
民

が
必
要
と
し
た
場
合
、
隣
接

者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
今

後
売
却
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
旨
、
村
当
局
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
地
方
交
付
税

所
要
総
額
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書
」
に
つ
い
て
協
議
し
、

国
へ
提
出
す
る
方
向
に
決
定

し
ま
し
た
。

議
会
各
常
任
委
員
会
委
員

の
２
年
任
期
が
12
月
10
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
を
迎
え
る

こ
と
に
伴
い
、
議
会
構
成
の

再
編
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。吉

野
議
長
か
ら
、
議
長
職

の
辞
表
を
提
出
す
る
意
志
表

明
が
さ
れ
、
今
議
会
構
成
当

初
か
ら
各
議
員
が
よ
り
多
く

の
委
員
会
を
経
験
す
る
こ
と

に
よ
り
、
明
る
く
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
い
く
全
議

員
の
意
志
に
よ
り
、
議
長
・

副
議
長
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ

れ
委
員
会
の
所
属
替
の
案
が

出
さ
れ
、
本
会
議
に
て
決
定

す
る
旨
の
確
認
が
さ
れ
ま
し

た
。 ▽

12
月
６
日
（月）

▽
12
月
10
日
（木）

選
挙
管
理
委
員
選
挙

監
査
委
員
に
小
野
一
男
議
員

観
光
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
ま
す

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更

補
正
予
算
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人
づ
く
り
を
基
本
に

後
継
者
の
の
こ
れ
る

村
に
！

特別委員会のうごき

第
３
次
総
合
計
画
検
証
を

行
い
、
各
課
長
よ
り
実
施
、

達
成
し
た
事
業
内
容
、
ま
た

基
本
計
画
へ
の
対
応
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
４
次
総
合
計

画
策
定
の
た
め
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
質
疑
に
つ

い
て
は
、
後
日
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

第
３
次
総
合
計
画
、
基
本

計
画
に
つ
い
て
村
長
、
助
役
、

各
課
長
委
員
全
員
の
出
席
の

も
と
、
農
業
集
落
排
水
・
望

郷
ラ
イ
ン
・
赤
城
西
麓
等
、

各
事
業
の
実
施
状
況
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
フ

ト
ー
ク
が
テ
レ
ド
ー
ム
に
変

わ
り
、
な
お
、
緊
急
時
に
は

消
防
団
員
へ
情
報
を
メ
ー
ル

送
信
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
農
用
地
の
適
正
な
保
全
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
望

郷
ラ
イ
ン
ま
で
の
森
下
１
号

線
の
拡
幅
な
ど
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、
３
時
よ
り

本
会
議
の
た
め
、後
日
、再
度

協
議
を
行
う
事
に
し
ま
し
た
。

昨
日
に
続
き
、
第
３
次
・

第
４
次
総
合
計
画
策
定
の
た

め
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
報
告
書
を
も
と
に
、
協

議
を
行
い
、
人
づ
く
り
・
行

政
改
革
・
企
業
誘
致
・
後
継

者
の
の
こ
れ
る
よ
う
村
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
の
村

づ
く
り
を
考
え
て
進
め
て
い

く
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

▽
12
月
10
日
（金）

▽
12
月
16
日
（木）

▽
12
月
17
日
（金）

６月定例会�
３月定例会� ６

月
定
例
会�

教
育
委
員
会

委
員
に

角
田
氏
が再

任

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
現
教
育
長
で

あ
る
角
田
侃
男
氏
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
今

後
も
教
育
行
政
充
実
の
た

め
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

人
　
事

第
１
分
団
と
第
２
分
団
の

ポ
ン
プ
車
購
入
契
約
を
締
結

◎
消
防
ポ
ン
プ
車
（
第
１
分

団
に
配
備
）

平
成
16
年
度
群
馬
県
消
防

施
設
整
備
事
業
か
ら
の
補
助

を
受
け
て
購
入
す
る
も
の

で
、
１
千
５
０
９
万
９
千
円

で
（
株
）
モ
リ
タ

（
東
京
都
港
区
）
が

指
名
競
争
入
札
で
落

札
し
、
契
約
と
な
り

ま
し
た
。

◎
消
防
小
型
ポ
ン
プ

付
積
載
車
（
第
２
分

団
に
配
備
）

平
成
16
年
度
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
の
補
助
に
よ

り
、
８
３
８
万
９
千
５
０
０

円
で
温
井
自
動
車
工
業
（
株
）

（
高
崎
市
）
が
指
名
競
争
入

札
で
落
札
し
、
契
約
と
な
り

ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

そ
の
他

平
成
17
年
第
15
回
臨
時
会
１
月
７
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
案
件
１
件
、
議
案
２
件
が
上
程
さ
れ

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▲昨年11月に開催された全国消防操法
大会に群馬県代表として第１分団が
出場しました。



本
委
員
会
は
、
12
月
15
日

に
開
催
、
慎
重
審
議
を
し
た

結
果
、「
消
火
栓
設
置
の
要

望
に
つ
い
て
」
で
は
先
に
現

地
調
査
を
行
い
、
設
置
要
望

箇
所
（
吹
張
地
区
）
は
、
農

業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
化

が
進
み
、
次
、
三
男
の
宅
地

用
地
と
な
り
、
本
村
の
目
指

す
人
口
増
に
つ
な
が
る
地
区

で
も
あ
り
、
将
来
を
見
越
し

て
の
消
火
栓
の
設
置
に
全
会

一
致
で
採
択
と
し
ま
し
た
。

次
に
、
安
全
で
安
心
な
村

づ
く
り
の
推
進
条
例
の
制
定

に
関
す
る
要
望
書
で
は
、
群

馬
県
に
お
い
て
は
警
察
の
活

動
だ
け
で
な
く
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と

か
ら
群
馬
県
で
は
６
月
に

「
群
馬
県
犯
罪
防
止
推
進
条

例
」
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

市
町
村
単
位
で
の
条
例
化
を

進
め
犯
罪
や
火
災
等
の
被
害

を
ひ
と
つ
で
も
減
ら
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
村
づ
く
り
」
の
た
め
に
と

い
う
趣
旨
で
あ
り
、
全

会
一
致
採
択
と
し
ま
し

た
。次

に
、
安
全
対
策
に

関
す
る
要
望
書
で
は
、

横
断
用
安
全
旗
に
つ
い

て
は
、
総
務
課
で
対
応

済
み
で
あ
り
、
横
断
歩

道
の
設
置
に
つ
い
て
は

村
当
局
の
判
断
だ
け
で

決
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
、
県
の
公
安
委
員

会
と
の
協
議
が
必
要
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
通
学
の
た
め
に
全
会
一

致
で
採
択
と
し
ま
し
た
。
審

議
終
了
後
、
総
務
課
か
ら
、

「
昭
和
村
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
」
と
「
平
成
17
年
度
当

初
予
算
編
成
基
本
方
針
」
等

の
説
明
、
続
い
て
税
務
課
か

ら
、
村
税
の
収
入
状
況
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

大
河
原
地
区
の
村
営
借
り
上

げ
賃
貸
住
宅
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
一

戸
建
て
）
の
建
設
予
定
地
へ

行
き
進
捗
状
況
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
、
12
月
14
日
、

開
催
し
ま
し
た
。

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
最
初
に
受
理
番
号
76

号
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
保
障
す
る
た
め
に

教
育
諸
条
件
の
整
備
を
行

い
、
教
育
基
本
法
を
守
り
生

か
す
こ
と
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て
は
、
前
回
９
月
定
例

会
か
ら
の
継
続
審
議
に
な
っ

て
お
り
、
村
当
局
か
ら
は

「
教
育
基
本
法
は
教
育
の
柱

で
あ
り
、
教
育
現
場
に
携
わ

っ
て
き
た
者
と
し
て
不
自
由

は
感
じ
な
い
」
と
の
参
考
意

見
に
対
し
、
昨
今
の
犯
罪
の

低
年
齢
化
は
、
ゆ
と
り
教
育

の
弊
害
で
は
な
い
か
、
ま
た
、

時
代
の
変
化
に
あ
う
教
育
基

本
法
で
あ
っ
て
良
い
の
で
は

な
い
か
等
、
様
々
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
重
要

な
問
題
で
あ
り
も
う
一
度
調

査
研
究
を
し
て
か
ら
の
結
論

で
よ
い
と
の
意
見
で
全
会
一

致
継
続
審
査
と
い
た
し
ま
し

た
。受

理
番
号
84
号
の
要
請
書

は
、
保
育
運
営
費
、
施
設
整

備
費
の
一
般
財
源
化
は
保
育

水
準
の
地
域
格
差
を
拡
大

し
、
保
育
の
質
の
低
下
を
ま

ね
く
の
で
絶
対
や
め
て
ほ
し

い
等
の
趣
旨
で
あ
り
、
本
年

度
か
ら
、
公
設
の
部
分
の
保

育
園
運
営
費
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
で
な
く
一
般
財
源
化

と
な
り
、
民
間
保
育
園
運
営

費
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
17
年
度

に
つ
い
て
は
現
行
の
ま
ま
と

い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
先
、

子
育
保
育
園
の
運
営
も
あ
る

の
で
、
全
会
一
致
で
趣
旨
採

択
と
し
ま
し
た
。

受
理
番
号
89
号
、
全
額
国

庫
負
担
の
「
最
低
保
障
年
金

制
度
」
創
設
を
求
め
る
請
願

書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨

は
十
分
理
解
で
き
る
こ
と
か

ら
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
と

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
村
で
も
着
工

し
、
平
成
17
年
８
月
か
ら
運

営
予
定
に
な
っ
て
い
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
菜
の
花

館
」
の
参
考
に
、
沼
田
市
戸

鹿
野
町
に
あ
る
、「
花
の
苑
」

施
設
見
学
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
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本
委
員
会
は
、
12
月
13
日

に
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
に
つ
い
て
現
地
調

査
の
う
え
、
慎
重
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

受
理
番
号
83
号
の
補
助
治

山
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

は
、
水
と
緑
を
守
り
な
が
ら
、

山
地
災
害
復
旧
と
再
発
防
止

に
向
け
て
の
事
業
は
継
続
実

施
を
願
い
た
い
こ
と
か
ら
、

全
会
一
致
趣
旨
採
択
と
し
ま

し
た
。
９
月
定
例
会
か
ら
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
受
理

番
号
78
号
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
農
林
漁
業
金
融
公
庫
融
資

に
関
す
る
利
子
補
給
の
件
で

は
、
村
当
局
が
許
す
範
囲
で

の
新
し
い
利
子
補
給
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
く
と
い
う
形

で
の
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
受
理
番
号
85
号
の
要
望

書
は
、
河
川
砂
防
等
の
事
業

は
災
害
防
止
と
地
域
住
民
の

安
全
及
び
財
産
の
保
全
等
の

視
点
か
ら
必
要
不
可
欠
な
事

業
で
あ
り
、
適
切
な
財
源
確

保
が
図
ら
れ
る
容
易
な
補
助

金
の
削
減
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
趣
旨
採
択

と
し
ま
し
た
。
三
位
一
体
改

革
と
農
林
水
産
関
係
国
庫
補

助
負
担
金
改
革
に
関
す
る
要

請
書
で
は
、
農
業
、
農
村
の

持
続
的
発
展
の
た
め
に
は
国

の
農
業
関
係
補
助
金
は
不
可

欠
で
あ
り
採
択
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・

Ｆ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
関
す
る
陳
情

で
は
、
各
国
の
農
業
の
共
存

と
食
料
自
給
向
上
が
可
能
な

貿
易
ル
ー
ル
実
現
な
ど
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
趣
旨
採

択
、
食
料
農
業
農
村
基
本
方

針
見
直
し
に
関
す
る
陳
情
は

農
業
の
発
展
再
生
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
趣
旨
採
択
と
し

ま
し
た
。

村
道
橡
久
保
線
道
路
拡
幅

工
事
の
陳
情
の
件
は
、
現
地

精
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
橡
久

保
集
落
の
幹
線
道
路
で
あ

り
、
施
工
同
意
書
も
あ
る
こ

と
、
ま
た
村
道
南
内
出
線
道

路
拡
幅
及
び
側
溝
布
設
替
工

事
の
件
に
つ
い
て
は
、
道
路

縦
断
勾
配
が
急
峻
で
幅
員
狭

く
、
側
溝
も
24
㎝
と
狭
い
の

で
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

採
択
と
し
ま
し
た
。
村
道
中

泉
線
道
路
舗
装
工
事
の
陳
情

の
件
は
以
前
に
排
水
工
事
を

し
た
時
の
経
緯
も
あ
り
施
行

面
で
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ

と
か
ら
継
続
審
査
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
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ここが聞きた
い 一般質問

「行政区ごとの地域自治計画策定について」
Ｑ
昭和村と同じように自主自立を
決定した片品村は本年度、群馬県
が呼びかけてスタートした小さな
自治推進により、住民主導で独自
の地域自治計画を策定する方針を
決定しました。きめ細かく地域の
課題を拾い、満足度の高い行政を
実現するとともに要望中心から主
体的に行政にかかわる住民意識を
育て自分たちのことは自分たちで

やるを基本に、区長を中心にした
新たな組織と村当局が地域の事情
に合わせた計画づくりを進めたい
としています。タイミング良く本
村においても第４次総合計画が策
定されている状況下ではあります
が、小さな自治という地に足のつ
いたこの地域自治計画の精神を生
かし、活力と夢のあるむらづくり
が必要と考えますが。

国の三位一体の改革の中で、
今後村としても、住民と行政の
協働による村づくりが望まれま
す。「小さな自治」支援事業を
実施している高崎市、榛名町、
片品村の状況をよく調査研究
し、住民自治向上のための方策
を検討していきたいと考えま
す。

村　　長

A

「河川敷の総合利用計画について」
Ｑ
片品川沿いに日本一の河岸段丘を有する昭和村であります
が、河川敷の総合的な利用計画については、非常に遅れてい
ると言わざるをえません。幸いにも昭和村には片品川が美し
い景観を残してくれました。この素晴らしい自然の川を村民
はもとより訪れる人々が散策し、日々の喧噪からはなれ、疲
れた心を癒したり、子どもたちが自然観察ができ、安全に水
遊びを学べる水辺と景観の整備を行うことが、本村へのふる
さととしてのより一層の愛着を育て、子どもたちが大人にな
った時に本村への定住につながると思います。河川事業は国、
県の管理下にありますが、環境という視点で考えれば村長と
してできる事業も沢山あると思うが。

本村では美しい魅力ある村づくりに資することを目的に平
成10年度に「昭和村景観形成基本計画」を策定し、河岸段丘
や川の位置付けは非常に重要視されております。環境を考え
た河川整備を考えた場合、未整備であることは確かでありま
す。今後、関係各省庁の協力、連携をいただきながら河川の
利用計画を具体的、段階的に整備の実現に向けて進めていき
たいと思っております。

村　　長

A

「行政サービス向上のため窓口業務の延長を求める」
Ｑ
11月17日に太田市において清水市長と埼
玉県志木市の穂坂市長の鼎談の中で、両市と
も常に住民の立場に立って全職員が一丸とな
り質の高い行政サービスの提供をコスト意識
を重視して行っています。「職員が変われば
まちは変わる」と断言しています。昭和村に
おいてもまったく同様なことが言えると思い
ます。その第一歩として業務時間内に利用で
きない村民のために朝夕の窓口業務の延長を
求めます。役場はあくまでもサービス産業で
あると考えますが村長の考えは。

職員の意識改革につきましては、私が就任
をしまして５年目を迎えるわけでありますけ
れど、大きな重要課題であると認識していま
す。今後よく検討していきたいと思います。

村　　長

A

●橋幸一郎議員�



昭
和
村
地
域
防
災
及
び

震
災
計
画
の
見
直
し
、
住
宅

の
耐
震
診
断
･
耐
震
補
強
施

策
、
役
場
庁
舎
の
地
盤
調
査
、

重
要
デ
ー
タ
の
震
災
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

地
震
は
、
予
知
が
困
難
で

行
政
に
も
限
界
が
あ
り
、
村

民
が
自
分
た
ち
の
地
区
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
連
帯

も
重
要
。
平
成
13
年
に
作
成

し
た
計
画
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
検
討
･
見
直
し
ま
す
。

個
人
住
宅
の
耐
震
診
断･補

強
に
つ
い
て
は
、
制
度･計
画

と
も
未
整
備
の
状
態
で
あ
り
、

住
民
意
識
の
向
上
が
重
要
な

課
題
で
す
。
兵
庫
県
や
神
戸

市
の
よ
う
に
診
断
経
費
補
助

制
度
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
、
群
馬
県
で
は
専

門
職
を
対
象
に
耐
震
関
係
研

修
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

今
後
、
県
の
動
向
等
を
考
慮

し
な
が
ら
本
村
の
対
策
に
鋭

意
努
力
し
て
参
り
た
い
。

役
場
庁
舎
が
災
害
対
策
本

部
の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う

地
盤
状
況
調
査
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

重
要
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
役
場
地
下
サ
ー
バ
室

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
耐

震
設
計
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
保

存
を
し
て
い
ま
す
。

改
定
内
容
は
、
９
割
以

上
の
農
家
が
切
り
捨
て
ら
れ
、

規
模
拡
大
し
た
「
担
い
手
」

農
家
に
も
過
酷
な
競
争
を
強

い
る
も
の
で
あ
り
、
新
鮮
で

安
心･安
全
な
食
料
の
自
給
率

向
上
に
も
逆
行
す
る
内
容
で

す
。
そ
こ
で
食
料
自
給
率
の

現
状
認
識
、
小
規
模
農
家
も

重
要
な
担
い
手
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

食
料
自
給
率
40
％
は
欧
米

諸
国
と
比
較
し
て
も
非
常
に

低
く
、
大
変
憂
慮
し
て
お
り
、

緊
急
に
取
組
む
べ
き
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
担
い
手
へ
の
施
策

の
集
中
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

ご
指
摘
の
よ
う
に
現
在
の
農

業
は
、
中
小
規
模
農
家
が
大

事
な
担
い
手
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
段
階
に
お
き
ま
し
て
は
、

意
見
の
集
約
段
階
で
あ
り
、

今
後
更
に
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
農
業
が
主

幹
産
業
で
あ
る
本
村
に
は
、

大
規
模
経
か
ら
小
規
模
経
営

農
家
ま
で
混
在
し
て
お
り
、

今
回
の
改
定
が
小
規
模
農
家

の
切
り
捨
て
で
は
な
く
、
規

模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
均
等

に
農
業
施
策
を
享
受
で
き
る

計
画
と
し
て
改
定
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
す
。

豊
富
な
食
物
繊
維
で
便

通
を
良
く
し
低
カ
ロ
リ
ー
、

老
廃
物
を
体
外
に
排
出
し
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
昇
を
抑

制
す
る
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
豊

富
に
含
む
優
れ
た
ア
ル
カ
リ

食
品
で
あ
る
こ
と
や
、
お
肌

の
保
湿
効
果
に
役
立
つ
セ
ラ

ミ
ド
が
生
玉
に
は
大
量
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
優
れ
た
食
品

で
あ
り
、
様
々
な
料
理
に
幅

広
く
使
え
る
こ
と
か
ら
も
、

消
費
量
を
増
や
す
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
昭
和
村
を
訪
れ

た
り
通
過
す
る
方
々
に
も
、

も
っ
と
「
日
本
一
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
宣
伝
に
工
夫
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
君
河
原
の
看
板

化
粧
直
し
と
役
場
付
近
へ
の

設
置
。
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で

メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
。
飲
食

店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
く
む
。
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
善
す

る
よ
う
求
め
ま
す
。

「
日
本
一
の
こ
ん
に
ゃ
く

の
里
昭
和
村
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
た
看
板
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
ま
す
。

来
年
の
昭
和
の
秋
ま
つ
り

で
は
「
こ
ん
に
ゃ
く
ア
イ
デ

ィ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
８
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、「
こ
ん
に
ゃ
く
ア
イ
デ

ィ
ア
レ
シ
ピ
」
な
ど
も
取
り

入
れ
、
消
費
者
の
方
へ
紹
介

し
て
い
ま
す
。
昭
和
村
の
知

名
度
ア
ッ
プ
へ
の
戦
略
対
策

も
今
後
さ
ら
に
視
野
に
入
れ

て
行
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
旅
館
や
飲
食
店
等

の
食
材
と
し
て
使
っ
て
頂
け

る
よ
う
呼
び
か
け
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
多
面
的
に
、
昭
和

村
を
常
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
指
導
頂
き

な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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Ｑ

Ｑ

村
　
　
長A

Ｑ

村
　
　
長A

村
　
　
長A

一般質問

林　　幸司議員「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
改
定
へ

の
対
応
は

生
産
量
日
本
一
の

村
づ
く
り
推
進
を

中
越
大
地
震
の
教
訓
か
ら
防
災
計
画
見
直
し
を

コ
ン
ニ
ャ
ク
日
本
一
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
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受　理
年月日

件　　　　　　　名
陳情者の
住所・氏名

紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

審議結果
受理
番号

H16. 8 . 976
子どもたちの健やかな成長を保障する
ために教育諸条件の整備を行い、教育
基本法を守り生かすことを求める請願

教育基本法の改悪を
許さないぐんまの会
代表　石田　清人

林　　幸司 民　　文 継　　続

H16. 8 .2678
「スーパーＬ資金」農林漁業金融公庫
直接融資に関する利子補給のお願い

株式会社野菜くらぶ
代表取締役社長 澤浦彰治

ほか９名

治田　貞賢
�橋幸一郎

産　　建 趣旨採択

H16.10. 483 補助治山事業の継続について
林野庁森林整備部
部長　梶谷　辰哉

産　　建 趣旨採択

H16.10.2284

要請書　　保育運営費・施設整備費の一
般財源化は保育水準の地域格差
を拡大し保育の質の低下をまね
くので絶対やめてほしい　等

群馬保育問題連絡会
会長　下出ふじ子

民　　文 趣旨採択

H16.10.2885

要望書　　河川・砂防等の事業は災害防止
と、地域住民の安全及び財産の保全
等の観点から必要不可欠な事業であ
り、これらの適切な財源確保　等

社団法人群馬県建設業協会
会長　小島秀薫

同　沼田支部
支部長　星野　光

産　　建 趣旨採択

H16.11. 186 要望書「消火栓設置の要望について」
宿 区 長　　佐藤　菊良
吹張区長　　中村　充明
第７分団長　金子　洋一

小野　一男
�橋幸一郎

総　　務 採　　択

H16.11.1187
三位一体改革と農林水産関係国庫補助
負担金改革に関する要請書

利根沼田農業協同組合
組合長　大嶋　正

産　　建 採　　択

H16.11.1588
安全で安心なむらづくりの推進条例の
制定に関する要望書

沼田警察署協議会
会 長　小林一郎　ほか９名

総　　務 採　　択

H16.11.1589
全額国庫負担の「最低保障年金制度」
創設を政府に求める請願書

全日本年金者組合群馬県本部
執行委員長　小野寺慶吾
利根支部長　宮内　尭夫

林　　幸司 民　　文 趣旨採択

H16.11.2490 安全対策に関する要望書
昭和村ＰＴＡ連絡協議会
会長　諸田　郁夫

総　　務
産　　建

採　　択
採　　択

H16.11.2491 ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する陳情
食とみどり、水を守る群馬県民会議
議長　坂本　棟男

産　　建 趣旨採択

H16.11.2492
「食料・農業・農村基本計画」見直し
に関する陳情

食とみどり、水を守る群馬県民会議
議長　坂本　棟男

産　　建 趣旨採択

H16.11.3093
村道橡久保線道路拡幅工事のお願いに
ついて

橡久保区長　　新木　良作
北部地区会長　鈴木加保利
南部地区会長　南雲　保好

金井　正夫 産　　建 採　　択

H16.11.3094
村道南内出線道路拡幅工事及び側溝布
設替工事のお願いについて

南内出区長　林　　敏秋
宿区長　　　佐藤　菊良
中宿区長　　加藤　　誠

小野　一男
石井　清司

産　　建 採　　択

H16.11.3095
村道中泉坂線道路舗装工事のお願いに
ついて

大堀区長　　津久井則雄
田岸区長　　後藤　一雄
滝久保区長　林　誠一郎
池原区長　　吉澤　和男

横坂　幸也
林　　幸司

産　　建 継　　続
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読者シリーズ

成
人
式
と
い
う
と
、
遠
い

将
来
の
こ
と
の
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
自
分
も
そ
の
時
が
き
た

の
だ
と
思
う
と
不
思
議
な
気

持
ち
が
し
ま
す
。
小
さ
い
頃

は
、
20
歳
は
「
し
っ
か
り
と

し
た
大
人
」
と
い
う
印
象
が

強
か
っ
た
で
す
が
、
今
の
自

分
が
そ
う
で
あ
る
か
と
い
う

と
、「
大
人
」
に
な
っ
た
感
じ

は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
と
い

う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
自
分
の
中
で
は

そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

20
歳
に
な
れ
ば
世
間
で
は
大

人
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
自
分
の
行
動
に
は

し
っ
か
り
と
責
任
を
も
っ
て

生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。今
ま
で
は
、
未
成

年
と
い
う
言
葉
に
甘
え
て
い

た
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
も

ち
、
社
会
の
問
題
な
ど
に
も

目
を
向
け
、
少
し
で
も
人
の

た
め
に
役
立
て
る
よ
う
な
人

間
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
私
が
今
ま
で
の

20
年
間
を
楽
し
く
暮
ら
し
て

こ
れ
た
の
は
、
育
て
て
く
れ

た
両
親
や
た
く
さ
ん
の
友
人

な
ど
、
周
り
の
人
達
の
お
か

げ
で
す
。
今
ま
で
支
え
て
来

て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ

れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
精
一

杯
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
思
い
起
こ
す
と
、
20
年

間
と
い
う
月
日
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
20
年

間
の
う
ち
に
私
は
、
多
く
の

事
を
学
び
得
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
外
国
で
学
ん

だ
事
が
多
く
、
中
学
生
の
時

に
は
、
村
の
海
外
派
遣
へ
参

加
。高
校
に
入
り
、ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
１
年
間
の
ア
メ

リ
カ
留
学
を
し
、
海
外
の
文

化
な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
や
は
り
自
分
の

国
や
、
出
身
地
に
つ
い
て
聞

か
れ
る
事
が
多
く
、
は
じ
め

の
う
ち
は
、
自
分
の
育
っ
た

村
の
事
な
の
に
知
ら
な
い
事

も
多
く
、
10
代
後
半
に
な
っ

て
か
ら
知
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、

い
か
に
自
分
自
身
が
昭
和
村

の
事
に
つ
い
て
知
ら
な
い
か

と
言
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

自
分
か
ら
昭
和
村
に
つ
い
て

知
る
よ
う
に
し
、
昭
和
村
に

つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
多

く
の
素
晴
ら
し
い
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
遠
く
離
れ
た
国

に
い
て
も
や
は
り
、
自
分
の

育
っ
た
村
が
恋
し
く
な
る
事

も
あ
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
い
つ
も
胸
を
張

っ
て
自
分
の
村
を
外
国
の
友

人
や
日
本
の
友
人
に
紹
介
す

る
事
が
で
き
ま
す
。

昭
和
村
に
は
ま
だ
ま
だ
良

い
と
こ
ろ
や
発
展
し
う
る
所

が
多
く
あ
る
と
私
は
思
い
ま

す
。
今
年
成
人
式
を
迎
え
た

私
達
が
村
の
一
員
と
し
て
し

っ
か
り
立
ち
、
こ
れ
か
ら
村

を
発
展
さ
せ
、
つ
く
り
上
げ

て
い
く
事
に
私
は
今
、
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

新
　
木
　
希
美
子

（
三
ツ
谷
）

さ
ん

成
人
を
迎
え
て

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

吉
　
沢
　
美
　
鈴

（
中
野
下
）

さ
ん

こ
こ
日
本
に
生
ま
れ
て
日

の
光
を
浴
び
、
風
に
吹
か
れ

て
こ
こ
の
所
な
ん
か
操
ら
れ

て
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
に
ひ
ど

く
疲
れ
て
…
あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
歌
詞
に
あ
る
よ
う
に

昨
年
、
自
分
は
自
分
、
他
の

人
の
事
は
関
係
な
い
と
考
え

る
人
達
に
よ
る
事
件
、
事
故

で
多
く
の
幼
い
命
が
奪
わ
れ

た
と
日
々
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り

流
れ
て
い
ま
し
た
。
加
害
者

と
な
っ
た
の
が
私
の
同
年

代
、
も
し
く
は
私
達
よ
り
も

低
年
齢
の
16
〜
18
歳
の
未
成

年
で
し
た
。

ま
た
昨
年
は
天
災
で
の
大

き
な
被
害
の
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。「
新
潟
中
越
地
震
」

毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
を
通

じ
て
、
被
害
の
大
き
さ
や
避

難
所
の
生
活
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
の
活
躍
な
ど
か

ら
、
大
き
な
絆
、
家
族
愛
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
感
じ

感
動
を
し
ま
し
た
。

人
と
し
て
生
ま
れ
て
き
て

沢
山
の
人
に
囲
ま
れ
て
私
達

は
生
き
て
い
ま
す
。
決
し
て

一
人
で
生
き
て
い
け
る
訳
で

も
な
く
、
お
互
い
に
支
え
あ

い
な
が
ら
生
き
る
か
ら
こ
そ

私
達
は
「
人
」
と
し
て
生
き

て
い
け
る
の
だ
と
感
じ
ま

す
。こ

の
春
、
成
人
と
し
て
沢

山
の
人
達
に
祝
福
、
お
祝
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
と
て

も
感
謝
、
感
動
を
し
ま
し
た
。

20
年
前
こ
の
世
に
生
を
受
け

て
か
ら
の
今
ま
で
、
各
方
面

の
人
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
今
成
人
す
る
事
が

出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
今
度
は
支
え

る
立
場
に
な
れ
る
よ
う
に
、

社
会
に
貢
献
し
、
大
人
と
し

て
少
し
で
も
早
く
認
め
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
責
任
の
あ

る
行
動
、
言
動
を
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
い
ま
ま
で
支
え

て
頂
い
た
方
々
へ
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

絆

と

感

謝

林
　
　
　
正
　
和

（
滝
久
保
）

さ
ん
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「今年、
晴れて成

人式を

迎えた新
成人３人

の

方の声を
聞きまし

た。」



「
災
」
と
い
う
字
で
表
さ

れ
た
昨
年
は
、
台
風
・
地

震
・
大
津
波
な
ど
日
本
で
、

世
界
で
天
変
地
異
に
よ
る
大

き
な
災
害
が
発
生
し
、
あ
ら

た
め
て
自
然
の
力
に
驚
か
さ

れ
た
一
年
で
し
た
。

「
寒
い
冬
の
年
は
豊
作
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
雪
の
元

日
を
迎
え
た
今
年
こ
そ
、
良

い
字
で
表
さ
れ
る
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

早
い
も
の
で
、
私
た
ち
議

員
は
２
年
間
が
経
過
し
、
12

月
定
例
会
で
吉
野
議
長
が
勇

退
さ
れ
、
議
会
史
上
初
め
て

正
副
議
長
の
交
替
、
全
て
の

委
員
会
の
構
成
の
総
入
れ
替

え
が
実
現
し
ま
し
た
。

す
で
に
自
立
を
決
め
て
い

る
昭
和
村
で
す
が
、
全
議
員

が
一
丸
と
な
っ
て
「
自
立
す

る
村
づ
く
り
」
の
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

尚
、
今
回
か
ら
議
会
だ
よ

り
は
私
た
ち
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
１
人

で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
に

読
ん
で
も
ら
え
る
誌
面
づ
く

り
に
心
が
け
て
行
く
所
存
で

す
の
で
ご
意
見
等
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

初
次
記
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２日　第１保育園運動会
子育保育園運動会

３日　第７回昭和の秋祭り
４日～５日

正副議長・正副常任委員長・事
務局長会議

６日　議会広報編集特別委員会
岩手県下閉伊郡田野畑村議会視
察受入

７日　特別養護老人ホーム
「菜の花館」安全祈願祭

８日　第25回村民チャリティーゴルフ
大会

10日　昭和村消防団秋季点検観察　
14日　昭和村国際農業交流協議会

10周年記念式典

10 月 15日　議会広報編集特別委員会
16日　ねんりんピックぐんま開会式
17日　チャリティー舞踊発表会
18日　議会全員協議会

村づくり協力委員会と懇談会

３日　村民バレーボール大会
６日　ＮＰＯ法人清流の会発会式
８日　昭和村消防団第１分団全国消防

ポンプ車操法競技大会（横浜市）
出場激励

11日　産業建設常任委員会村内道路愛
護巡視

17日　全国町村議会議長大会（日本武
道館）
鼎談「規制改革を考える」（太
田市）

11 月

議会のうごき

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
健
や
か
な
日
々

を
、
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
清
流
の
会
」
に
格
別
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
私
た
ち
「
清
流

の
会
」
は
昨
年
の
８
月
に

産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
の

ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
団
体
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
多
く
の

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
早
く
独
り
立
ち
が

で
き
る
よ
う
会
員
一
同
、

心
を
一
つ
に
し
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。「

清
流
の
会
」
は
環
境

保
全
の
推
進
等
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
地
域
住
民

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
現
在
36
名
の
会
員

と
共
に
「
地
域
の
環
境
づ

く
り
」
や
「
仲
間
づ
く
り
」

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

昨
年
は
豪
雨
や
台
風
の

多
発
に
加
え
新
潟
中
越
地

方
の
地
震
等
多
発
す
る
災

害
に
多
く
の
人
が
絶
望
感

を
味
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
災
害
も
環
境
問
題
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と

説
く
学
者
も
い
ま
す
。
私

た
ち
は
科
学
と
い
う
も
の

を
過
信
し
す
ぎ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
社
会
に
大
き

な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い

る
犯
罪
の
低
年
齢
化
も
根

底
に
は
生
活
の
自
然
離
れ

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
さ
え
考
え
て
い

ま
す
。

昭
和
村
は
幸
い
に
し
て

基
幹
産
業
が
農
業
の
た
め

多
く
の
自
然
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
農
業
の

合
理
化
の
た
め
に
自
然
に

負
荷
を
か
け
す
ぎ
て
し
ま

っ
た
部
分
も
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
現

象
と
し
て
、
私
た
ち
が
子

供
の
こ
ろ
ご
く
普
通
に
見

ら
れ
た
ホ
タ
ル
・
蝶
の
乱

舞
や
ト
ン
ボ
等
身
近
な
小

動
物
が
年
々
少
な
く
な
り

現
在
は
限
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
し
か
棲
息
で
き
な
い
よ

う
な
環
境
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
残
さ
れ
た
環

境
を
保
全
す
る
と
共
に
多

く
の
生
物
が
棲
息
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
少
し
で

も
多
く
の
人
々
に
自
然
に

接
す
る
機
会
を
提
供
し

「
夢
」
を
共
有
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
村
民
の
皆
様
の

万
福
多
幸
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

議会に臨む

（
滝
久
保
　
53
歳
）

今

橋

憲

雄
さ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
清
流
の
会

「
ふ
る
さ
と
」
の
自
然
を
後
世
に

理
事
長

21日　沼田市制50周年記念式典
22日～23日　昭和村文化祭
25日　議会運営委員会視察

（吾妻町議会・長野原町議会）
29日　榛東村議会視察受入

１日　議会運営委員会　
６日　議会全員協議会
８日～16日

12月定例会
17日　村づくり対策特別委員会
22日　議会広報編集特別委員会
24日　第１回昭和村第４次総合計画審

議会

12 月


